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　昨年の政治の貧困ぶりには目を覆うば
かり、今や衰退途上国と揶揄される国と
なり、元気のいい企業や人間は日本脱出、
いったいこの先どうなるの？という不安が
胸によぎった年でした。
　さて、今年はどうなるのでしょう？時代
の変わり目では、諸説入り乱れるでしょう
が、グローバルに俯瞰する視点と同時に、
足元をしっかり見つめる視点も必要かと思
います。
　国ごとの経済基本単位は人口と個々人の
能力の総和とすれば、早急な復活は期待薄
ということになりますが、そのことと私た
ちの身の回りの話はまた別の話でしょう。
あらゆる生き物には “生き残る ”ための遺
伝子が様々に埋め込まれているといいま
す。例えば極端に食べるものが不足すると
身体の老化を止める長生き遺伝子にスイッ
チが入るとか、人類の長年の体験の中で、
難局にさらされる度に遺伝子は子孫を残す
という自らの使命に従い、自動的に新しい
プログラムを更新してきたようで、これこ
そ人智を超越した神秘的な世界です。不足
した栄養素を何かで代替するという必要性
は常にあったけど、過剰な栄養を自動的に
排出する必要性に遭遇した体験は未だかつ
てないので、現代の飽食の時代のプログラ
ムは未だできてないとか、その意味でも私
どもは未知の時代を生きている訳です。

　総和のための個体の集合ではなくて、生
き残った個体の総和がどんな意味を持つ
か、でしょうから難しい時代ほどがむしゃ
らになるしかありません。せっかく培って
きた日本人の美徳を振り棄てて、他人の
茶碗を叩き落としてでも飯を食え、という
レベルかというと、そうではなく、まだま
だそれなりの自然治癒力的なエネルギーが
生まれてくるのではないでしょうか？心配
なのは、手で土を触って対話できる農民
や、鉄や素材を自分の肉体の感性で扱える
もの作り業者、人の心に触れることのでき
る商業やサービス業者が、居なくなること
です。IT技術は上手に利用してこその効
用で、工場栽培農業や、もの作りは機械任
せ、というのもいかがなものでしょう？自
然を大切に、自然に学べ、と掛け声はかか
りますが、幼児期を田舎で体験した私の自
然との出会いは、知らずに蛇を踏みつけ
た、とか気がついたら両足に蛭がいっぱい
吸いついていた、とか小さい出会いでも自
然は結構恐ろしいものという体験から始
まっています。賛美の対象だけではなく自
然は畏怖すべしものという感性こそが多種
多様な生命に満ち溢れている日本列島では
必要でしょう。人の心に触れる能力が失わ
れれば、友情も恋愛も同胞愛も生じませ
ん。北中連の皆さん、明るく元気に爽やか
に今年もがんばりましょう！

（社）北九州中小企業団体連合会

　会長　 自　見　榮　祐

年頭のご挨拶
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　新年明けましておめでとうございます。

　昨年は、自治基本条例の制定、非核平和

都市宣言の実施など、市民とともに取り組

むまちづくりに大きな進展がありました。

　本年も、こうした市民との協働を重視し

ながら、市の基本構想に基づいた施策を戦

略的に進めていきます。

　特に、保育サービスの充実など子育て・

教育日本一を実感できる環境づくりや、高

齢者支援の充実、市民の健康づくりに取り

組みます。

　また、市民の安全・安心の確保では、い

のちをつなぐネットワークの充実や自治会・

ボランティア活動の支援など地域コミュニ

ティの活性化などに努めます。さらには、

暴力追放運動も強力に推し進めます。

　一方で、地域経済の活性化も重要です。

経済・雇用対策に引き続き取り組むととも

に、本市の強みである「環境」と「アジア」

をキーワードとした緑の成長戦略に重点を

置いて取り組みます。具体的には、次世代

の環境技術を核に様々な実証を行うスマー

トコミュニティ創造事業などにより省エ

ネ・低炭素のまちづくりを全国に先駆け進

めるとともに、環境に配慮した質の高い生

活空間づくりを推進します。また、アジア

低炭素化センターを中心とした環境技術の

海外輸出支援、中国・韓国諸都市との経済

連携の強化などに取り組みます。

　さらに今年は、九州新幹線が全線開通し

ます。本市においても、小倉駅の南・北出

入口の市民公募による名称変更を行うとと

もに、Ｂ級グルメの祭典「九州Ｂ－１グラン

プリ」を始めとする集客プロモーションなど

を通じて、本市の魅力を発信していきます。

　厳しい社会経済情勢が続いていますが、

本市の強みを最大限に発揮するとともに、

様々な環境の変化に柔軟かつ迅速に対応し

ながら、市民との協働に取り組み、北九州

市の未来に向けた歩みを続けてまいります。

年頭のご挨拶

北九州市長

　　　　 北　橋　健　治
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北九州市長へ「要望書」を提出

［景気対策］
１ 　厳しい経済環境を克服し景気回復を図
るため、予算編成および施策については
６月に閣議決定された「中小企業憲章」
の基本理念を尊重して企画、立案、実施
していただきたい。併せて、「中小企業
憲章」の基本理念を尊重した景気対策の
実施を国、県に対しても積極的に働きか
けていただきたい。

［地域振興対策］
２ 　厳しい経済状況が続くものと思われる
ので、より一層の金融、受注、労働、地
域振興等の支援策の充実を含めて中小企
業対策予算の大幅な増額を図っていただ
きたい。

３ 　市が現在実施している「地産地消サ
ポーター制度」を充実して継続実施して

　平成22年11月15日（月）自見会長を始め和田、柿原、安心院、大坪各副会長が出席し、自
見会長から北橋市長へ「平成23年度中小企業対策に関する要望書」を手渡しました。
　この要望書は北中連の各部会、委員会において出された要望、意見を集約し、正副会長会、
理事会で検討を加えて承認されたものです。
　当日は、共同出展事業の継続、緊急保証制度の期間延長、商店街の現状、空き店舗補助金
の期間延長、プレミアム商品券等について説明し、北橋市長からはエコによる成長戦略、省
エネ診断の実施、低炭素社会の構築等について説明があるなど活発な意見交換が行われまし
た。
　なお、要望事項は10分野29項目で、内容は次のとおりです。

いただきたい。また、地域の自然条件を
活かした農林水産物や食品などの「地域
ブランド品」の積極的な掘起しと PRに
引き続き取り組んでいただきたい。
４ 　一方、地産地消の流れに乗って道の駅
や類似施設の開業が増加しているので、
これらの施設で販売される農産物等に対
する食品の安全・安心のために食品検査
を充実していただきたい。
５ 　九州新幹線の開通を契機に沿線各都市
は観光客誘致等の積極的な PRを展開し
ているので、これに乗り遅れることなく
北九州地域においても市域・県域を越え
た連携により、歴史的・景観的観光資源
の掘起し及び既存の観光資源を含めた
PRを行い、観光客等の誘致に引き続き
取り組んでいただきたい。
６ 　経済発展が著しい中国、韓国や東南ア
ジアからの観光客について北九州地域は
地理的に有利であり、これらの受入の経

23年度 市に対する中小企業対策に関する要望
（要約）
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済効果は大いに期待できるので、長期滞
在型観光客の受入態勢の構築を図ってい
ただきたい。また、北部九州に訪れる外
国人観光客に対する入管手続きの簡素化
を国に働きかけていただきたい。

［工業振興対策］
７ 　22年度は「関西機械要素技術展」に北
九州市として７社が共同出展し好評を得
たところである。引き続き、同様な事業
を実施し市内の中小企業が域外に受注拡
大を図る機会を与えるとともに北九州市
の知名度を向上させるような支援策を講
じていただきたい。
８ 　日本の産業を支えるものづくり中小企
業の技術技能、ノウハウが衰退すること
なく継承が円滑に図られるよう、引き続
き効果的な支援策を講じていただきた
い。
９ 　人材確保は企業の存続に影響する問題
であるので、引き続き人材確保の対策に
つとめていただきたい。また、中小企業
に対する人材育成支援は継続実施すると
ともに、更なる内容の充実を図っていた
だきたい。
10 　中小企業憲章に謳われた「下請取引の
適正化」の趣旨が発注担当者にまで徹底
するよう効果的な方策を講じていただ
きたい。

［商業振興対策］
11 　商店街の空き店舗対策の「空き店舗賃
借料補助」事業を有効に活用している
が、「チャレンジショップ推進事業」の
補助期間が１年「コミュニティ支援事
業」の補助期間が２年となっているの

で、昨今の経済情勢を考慮し、補助期
間の延長をしていただきたい。

12 　商店街が地域の「賑わい」や「交流」
の場としてまちづくりの中心的な役割
を果たしていくには組織の強化が必要
である。しかし、最近の風潮としてド
ラッグストアやコンビニは組合に加入
しない傾向にあり、これが組合の弱体
化ともなっている。これらを解消する
ため、組合加入を促進する条例の制定
を検討していただきたい。

13 　商店街におけるイベントなどでの生
産者直売等は別として無秩序な生産者
直売所等の出店は商店街活動の妨げと
なるので、これらの出店を規制してい
ただきたい。

14 　経営者の高齢化や後継者不足などで
商店街の活動が停滞してきているので、
商店街活性化のため次代を担う若手経
営者や後継者の育成及び支援をしてい
ただきたい。

15 　商店街等が実施しているプレミアム
付商品券発行事業を継続して実施して
いただきたい。また、プレミアム分に
対する助成も実施していただきたい。

［受注対策］
16 　昨今の経済状況を受けて、公共投資
関連予算は大幅な削減傾向にあり、こ
れに伴い中小建設業は受注減と競争の
激化でかつてない厳しい経営環境に立
たされている。市においても22年６月
に閣議決定で制定された「中小企業憲
章」にならい、以下の施策を実施してい
ただきたい。

　⑴ 　市による建設関連業種に対する種々
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の支援策は、引き続き充実して実施す
る。

　⑵ 　地域振興の一翼を担う建設関連業者
が、夢と希望を持てるよう引き続き地
元企業への優先発注及び分離・分割発
注に努める。併せて、電気・給排水・
塗装・防水等専門業者で施工可能な工
事については専門業者へ直接発注する
ような分離・分割に努めること。

　⑶ 　地元中小企業の育成、技術力の向上
などの観点から最低制限価格を予定価
格の90％に引き上げること。

　⑷ 　現状の景気に合致した過剰な競争を
抑制するような入札制度改革を国に働
きかけること。

　⑸ 　公共工事については、地元の材料、
地元の技術、地元での施工を関係各所
に徹底させること。

［金融税制対策］
17 　平成23年３月31日までとなっている
「景気対応緊急保証制度」の期間の再延
長を国に要望するとともに、市中小企
業融資制度の返済猶予期間の更なる延
長をしていただきたい。

18 　事業所税が中小企業経営の大きな負
担となっているので、税率の軽減措置
について国に積極的に働きかけていた
だきたい。

19 　中小企業の財務体質強化のため、現
在時限的に実施されている法人税の中
小企業の軽減税率を更に引き下げると
ともにこれを恒久化するように国に積
極的に働きかけていただきたい。

20 　中小企業における交際費の定額控除
限度額（600万円）を引き上げるととも
に全額を交際費として経費計上できる
ように国に積極的に働きかけていただ
きたい。

21 　厳しい経営状況を強いられている中
小企業にとって消費税はかなりの負担
となっており、安易な消費税率の引き
上げは行わないよう国に強く働きかけ
ていただきたい。

 ［労働対策］
22 　依然として厳しい経済状況を受けて
市内の雇用環境は、有効求人倍率が0.5
倍前後で推移し厳しい状況にあり、希
望職種と求人職種のミスマッチも依然
として発生している。市において若年
者の就業拡大を目的に実施している若
者ワークプラザ北九州運営事業や若年
者求人開拓事業は、ミスマッチの解消
と中小企業の人材確保にも大いに貢献
しているので、引き続き充実して実施
していただきたい。

［環境対策］
23 　北九州市は環境モデル都市の認定を
受け、その普及振興活動の一環として
公共施設等へ環境に配慮した次世代照
明器具や太陽光発電設備の設置を推進
して、企業や一般家庭に対して環境に
配慮した次世代器具・設備の設置の動
機付けと普及推進を図っていただきた
い。

24 　中小企業のEA-21認証取得に対し、
引き続き積極的な広報と特段の支援を
お願いしたい。また、費用面における
助成制度についても是非検討いただき
たい。

［北中連関係］
25 　本連合会は北九州地域中小企業の支
援と地域振興のため50余年にわたって
積極的に取り組んできた。激動する経
済環境の中、今後も北九州市が取り組
む各種中小企業施策に、市と連携しな
がら積極的に協力していく所存である
ので、引き続き本連合会に対し特段の
配慮をお願いしたい。
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福岡県知事へ「要望書」を提出
　平成22年10月27日（水）11時から福岡県商工部長室において、塚元憲郎商工部長に自見
榮祐会長から麻生渡知事宛の「平成23年度県に対する中小企業対策に関する要望書」を手渡
しました。
　この要望書は、北中連の各部会、委員会において出された要望・意見を集約し、正副会長会、
理事会において検討が加えられ承認されたものです。
　当日は、県からは塚元商工部長はじめ林企画監、神代企画主査、前田主任主事が、北中連
からは自見会長、和田、柿原、安心院、大坪、池田の各副会長が出席の下、中小製造業の現状
や技術継承、プレミアム商品券、地元業者の施工や資材の地元調達などについて幅広く意見
交換が行われました。
　なお、要望項目は９分野22項目で内容は次のとおりです。

23年度 県に対する中小企業対策に関する要望
（要約）

［景気対策］
１ 　厳しい経済環境を克服し景気回復を図
るため、予算編成および施策については
6月に閣議決定された「中小企業憲章」の
基本理念を尊重して企画、立案、実施し
ていただきたい。併せて、「中小企業憲
章」の基本理念を尊重した景気対策の実
施を国に対しても積極的に働きかけてい
ただきたい。

［地域振興対策］
２ 　厳しい状況が続くものと思われるの
で、より一層の金融、受注、労働、地域
振興等の支援策の充実を含めて中小企業
対策予算の大幅な増額を図っていただき
たい。
３ 　地産地消の流れに乗って道の駅や類似

施設の開業が増加しているが、これらの
施設で販売される農産物等についても食
品の安全・安心のために食品検査を義務
付けるような施策を講じていただきた
い。
４ 　九州新幹線の開通を契機に沿線各都市
は観光客誘致等の積極的な PRを展開し
ているので、これに乗り遅れることなく
北九州地域においても市域・県域を越え
て連携し、歴史的・景観的観光資源の掘
起し及び PRを行い、観光客等の誘致に
引き続き取り組んでいただきたい。

５ 　経済発展が著しい中国、韓国や東南ア
ジアからの観光客について北九州地域は
地理的に有利であり、これらの受入の経
済効果は大いに期待できるので、長期滞
在型観光客の受入態勢の構築を図ってい
ただきたい。
　 　また、北部九州に訪れる外国人観光客
に対する入管手続きの簡素化を国に働き
かけていただきたい。

［工業振興対策］
６ 　日本の産業を支えるものづくり中小企
業の技術技能、ノウハウが衰退すること
なく継承が円滑に図られるよう、引き続
き効果的な支援策を講じていただきた
い。
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７ 　人材確保は企業の存続に影響する問題
であるので、引き続き人材確保の対策に
つとめていただきたい。また、中小企業
では即戦力を求める傾向にあるので、引
き続き人材育成の充実と継続実施をして
いただきたい。

８ 　中小企業憲章に謳われた「下請取引の
適正化」の趣旨が発注担当者にまで徹底
するよう効果的な方策を講じていただき
たい。

［商業振興対策］
９ 　商店街の空き店舗対策の「顔が見える
商店街づくり推進事業」を有効に活用し
ているが、補助期間が短いので、昨今の
厳しい経済情勢を考慮し、補助期間の延
長をしていただきたい。

10 　商店街におけるイベントなどでの生
産者直売等は別として無秩序な生産者
直売所等の出店は商店街活動の妨げと
なるので、これらの出店を規制してい
ただきたい。

11 　経営者の高齢化や後継者不足などで
商店街の活動が停滞してきているので、
商店街活性化のため次代を担う若手経
営者や後継者の育成及び支援をしてい
ただきたい。

12 　商店街等が実施しているプレミアム
付商品券発行事業は地域住民に好評で、
沈滞する商店街の活性化に大いに貢献
しているので、この事業を継続して実

施していただきたい。また、プレミア
ム分に対する３％の補助率を引き上げ
ていただきたい。

［受注対策］
13 　昨今の経済状況を受けて、公共投資
関連予算は大幅な削減傾向にあり、こ
れに伴い中小建設業は受注減と競争の
激化でかつてない厳しい経営環境に立
たされている。県においても22年６月
に閣議決定で制定された「中小企業憲
章」にならい、以下の施策を実施してい
ただきたい。

　⑴ 　地域振興の一翼を担う建設関連業者
が、夢と希望を持てるよう引き続き地
元企業への優先発注及び分離・分割発
注に努める。併せて、電気・給排水・
塗装・防水等専門業者で施工可能な工
事については専門業者へ直接発注する
ような分離・分割に努めること。

　⑵ 　地元中小企業の育成、技術力の向上
などの観点から最低制限価格を90％
に引き上げること。

　⑶ 　Ｂ・Ｃクラスには地域性を考慮した
入札を行っているが、Ａクラスにも地
域性を考慮した入札を行うこと。

　⑷ 　元請業者に対して下請負人は地元業
者から選定することを要請しているが、
現場ではほとんど実行されていない。
資材調達においても同様である。これ
らの要請が徹底する方策を講じること。
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［金融税制対策］
14 　平成23年３月31日までとなっている
「景気対応緊急保証制度」の期間の再延
長を国に要望するとともに、県中小企
業融資制度の返済猶予期間の更なる延
長をしていただきたい。

15 　現在の経済状況の下、中小企業にお
ける設備投資等の資金調達は大変厳し
いものがあり、高度化資金は貴重な調
達先となっているので、引き続き実施
していただきたい。また、その際の診
断業務についてはスピード化を図って
いただきたい。

16 　中小企業の財務体質強化のため、現
在、時限的に実施されている中小企業
の軽減税率を更に引き下げるとともに
これを恒久化するように国に積極的に
働きかけていただきたい。

17 　中小企業における交際費の定額控除
限度額（600万円）を引き上げるととも
に全額を交際費として経費計上できる
ように国に積極的に働きかけていただ
きたい。

18 　厳しい経営状況を強いられている中
小企業にとって消費税はかなりの負担
となっており、安易な消費税率の引き
上げは行わないよう国に強く働きかけ
ていただきたい。

［労働対策］
19 　依然として厳しい経済状況を受けて
北九州地域の雇用環境は、有効求人倍
率が0.5倍前後で推移し厳しい状況にあ
り、希望職種と求人職種のミスマッチ
も依然として発生している。そこでミ
スマッチの解消と中小企業の人材確保
に引き続き努めていただきたい。

［環境対策］
20 　県においても公共施策や企業及び一
般家庭に対して環境に優しい器具・設
備の設置の動機付けと普及推進を図っ
ていただきたい。

21 　中小企業のEA-21認証取得に対し、
引き続き積極的な広報と特段の支援を
お願いしたい。また、費用面における
助成制度についても是非検討いただき
たい。

［北中連関係］
22 　本連合会は北九州地域中小企業の支
援と地域振興のため50余年にわたって
積極的に取り組んできた。激動する経
済環境の中、今後も福岡県が取り組む
各種中小企業施策に、県と連携しなが
ら積極的に協力していく所存であるの
で、引き続き本連合会に対し特段の配
慮をお願いしたい。
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北中連からのお願い
北九州市からの受託事業「若年者求人開拓事業」への協力について

　北中連では、北九州市からの委託事業として「若年者求人開拓事業」を行っています。
　この事業は求人開拓員（北中連の職員）が市内の企業を訪問して若年者向け求人情報を
開拓するもので、これを若年者向け就業支援施設『若者ワークプラザ北九州』で活用する
ことにより、ミスマッチの少ない職業紹介を実施、若年者の就労に寄与しています。

　求人開拓員が皆様の組合や企業を訪問しますので趣旨をご理解いただき、求人の申込み
に是非ご活用ください。

≪若年者求人開拓事業の流れ≫

　　　　　　　　　　求人開拓　　　　　　　　　　　求人申込み　　

　　　　　　　　　 応募（紹介状を持参）　　　　　　　　　 紹介

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　登録・相談
　　　　　　　　　　　　　　　　　若　年　者

若年者
求人開拓員 中小企業 若者ワークプラザ

北九州

『若者ワークプラザ北九州』とは・・・

　若年者（概ね 40 歳まで）に対し、
就業相談、各種情報提供、講座やセミ
ナー、職業紹介等を実施して就業を支
援する施設です。求職者へのカウンセ
リングにより、ミスマッチの少ない職
業紹介を実施しています。

　21 年度は延べ 16,500 人の利用が
あり、様々な資格や職務経験を持つ若
年者が登録しています。

若者ワークプラザ北九州

＜問合せ先＞
　（社）北九州中小企業団体連合会
　TEL：093-531-0127　担当：野瀬

－ 9－ － 10 －



　去る10月６日（水）～８日（金）インテッ
クス大阪（大阪市住之江区）で開催された
「第13回関西機械要素技術展」の『北九州
市ものづくりブース』に市内の中小企業７
社が共同出展しました。
　この事業は、市の緊急経済対策の一環と
して、大都市圏で開催される大規模展示会
に共同出展することにより、市内のものづ
くり中小企業の技術力の高さを PRすると
ともに販路拡大を図ろうとするもので、北
中連が北九州市から委託を受けて実施した
ものです。
　関西機械要素技術展は、機械要素、加工
技術を一堂に集めた機械金属分野の西日本
最大級の専門展示会です。関西地域の製造

業の技術・設計・開発・研究・購買の担当
者や経営者等を対象とした「商談のための
展示会」で、設計・製造ソリューション展
等の併設展も含め610社が出展し、３日間
の会期中に31,500名ほどが来場しました。
　会期中には、北九州市ブースにも多くの
来場者が訪れ、担当者は製品や技術の説明
に追われ、ブース内に設置された「商談席」
において、多数の商談が行われました。
　出展企業からは、「北九州市ブースとい
うことで、多くの来場者があった。」「来場者
を相互に紹介し合えた。」「市内企業の技術
や製品を知り合えた。」「単独出展に比べ経
費や手間が抑えられた。」などの意見が寄せ
られており、共同出展に対して高い評価を
行うとともに、継続実施を希望しています。
　また、出展の効果としては、「関西地区
に営業範囲が広がった。」「ユーザーと直接
顔を会わせて商談ができた。」などの声があ
り、既に数件の成約が報告されています。
　今回の経験や顧客情報を今後どのように
企業活動に活かしていくか、各企業の努力
に期待するところです。

北九州市ブース

【出展企業と主な出展品目】
出 展 企 業 名 主　な　出　展　品　目

アジア技研㈱ スタッド溶接機、スタッド溶接ロボット、CDスタッドボルト
㈾岡﨑製作所 自動車用部品、CTVダイカスト金型、深削加工技術
㈱KHI ゆるみ止めナット、脱落防止スプリング
サンエス工業㈱ マイクロセパレーター、ネオジム磁石、ガスメタ
㈱戸畑ターレット工作所 非鉄金属（銅、黄銅、アルミ）鍛造品、アルミダイカスト品
戸畑鉄工㈱ ロストワックス精密鋳造品
リーフ㈱ 小型多軸（６軸）アーム、球駆動式全方位移動装置

関西機械要素技術展に
　市内中小企業7社が共同出展
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北中連 理事会・正副会長会

北中連　第４回理事会
　９月28日（火）14時30分から北九州市
立商工貿易会館６階会議室において、理事
30名（委任を含む）の出席のもと、平成22
年度第４回理事会が開催された。
　自見会長が挨拶の後、議長となり議事に
入った。
第１号議案　事業報告（各種経過報告）
第２号議案　議事録署名人選任について
 （自見会長、和田、柿原各副会長）
第３号議案　 平成22年度下半期事業計画

について（賀詞交歓会に変わ
る行事、内容を検討のこと。）

第４号議案　 部会、委員会の開催報告につ
いて

北中連　第３回正副会長会
　９月28日（火）13時30分から北九州市
立商工貿易会館６階会議室において、自見
会長、和田、柿原、安心院、大坪、池田
各副会長の出席のもと正副会長会が開催さ
れ、自見会長が議長となり審議に入った。
⑴理事会提出議案について　⑵その他①県
地域経済懇談会　②23年度中小企業対策
の県、市への要望陳情について　③次回の
日程についての説明が行われ承認された。

第５号議案　 平成23年度中小企業対策の
要望書の取りまとめについて

報告事項　　若年者求人開拓事業
　　　　　　関西機械要素技術展共同出展
　以上の議案について質疑応答のあと、全
て原案通り承認され閉会した。

北中連　第５回理事会
　12月７日（火）17時30分から稚加榮小
倉店において理事34名（委任を含む）の出
席のもと、平成22年度第５回理事会が開
催された。
　自見会長が挨拶の後、議長となり議事に
入った。
第１号議案　事業報告
第２号議案　中小企業団体九州・全国大会
第３号議案　 23年度中小企業対策要望陳情
第４号議案　北九州地域経済懇談会
第５号議案　新年賀詞交歓会に変わる行事
　以上の議案について事務局から説明し、
質疑の後、全て原案通り承認された。
　なお、理事会終了後、久保商工中金北九
州支店長、福田前北中連会長の出席の下、
交流会を行い和やかな雰囲気の中で、情報
交換が行われ閉会した。
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福岡県地域経済懇談会

　平成22年10月25日（月）市立商工貿易
会館において、22年度福岡県地域経済懇談
会（北九州地域）が開催された。
　懇談会は、県商工部、県中央会、商工会
連合会北九州支部、北九州商工会議所、北
中連などから34名の出席の下で開催され、
奥村北九州中小企業振興事務所長の開会の
挨拶に続いて、塚元県商工部長が「タイの
工業団地の視察状況の報告など」の挨拶が
なされた後、早速懇談会に入った。
　県の中小企業施策の概要について、関企
画広報監から詳細な説明がなされた。
　各団体等の取り組みについて、北中連の
和田副会長が「ものづくり中小企業の先進
企業視察について」同じく野瀬事務局長が
「若年者求人開拓事業について」の発表が
なされた。
　意見・要望及び意見交換では、北中連の
大坪副会長から「平成23年３月31日まで
となっている『景気対策緊急保証制度』の
期間延長及び返済猶予期間の延長につい
て」続いて池田副会長から「公共工事にお
ける地元業者選定の徹底及び地元からの資
材調達の徹底について」要望がなされた。
　さらに、県商工会連合会北九州支部会
長会の仲宗根会長から「プレミアム付商品
券発行に伴う県の支援策継続について」ま
た、北九州商工会議所の岡田中小企業振興
課長が「経営革新に関する要望ついて」同・
馬渡黒崎地区担当課長から「まちづくりへ

の支援に関する要望ついて」同・市川金融・
雇用支援課長から「雇用拡大のための景気
振興策の要望について」の意見・要望が出
された。
　その後、各担当課長などから総括的な回
答が述べられ、引き続き意見交換となり活
発な情報交換が行われ、奥村所長の閉会挨
拶で懇談会を終了した。
　引き続き会場をホテルニュータガワに移
し、北中連主催による懇親会が開催され
た。
　懇親会は、自見北中連会長の挨拶、塚元
県商工部長の挨拶と続き、仲宗根商工会連
合会北九州支部会長会会長の乾杯の音頭で
始まり、和やかな中に活発な情報交換がな
された。
　最後に、福田北九州商工会議所理事の中
締めの発声で盛会のうちに終了した。
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先進企業視察（島根県）
　     福機連北九州支部

　福岡県機械金属工業連合会（福機連）北九州支部は、北中連工業部会及び福機連本部の支
援を受け毎年先進企業視察を行っています。参加者からは、先進企業を訪問し生産現場を
視察すると共に経営者や技術者との意見交換で、現場の生の声や本音が聴けるため、技術
開発や生産管理など企業経営に大いに参考になると好評です。
　今年度は、中小企業庁の「元気なモノ作り中小企業300社」に選定されている島根県の中
小企業２社を10月28日・29日に視察しましたので、その概略を報告します。

〈概　要〉
所在地　島根県安来市恵乃島町113-1
代表者　代表取締役　守谷　光広
創　業　昭和28年５月
設　立　昭和31年１月　  
資本金　1,000万円
従業員　180名

　当社は、終戦後間もない昭和20年12月に、
当時刀匠であった守谷善太郎（創業社長）氏
が縁あって島根県安来市に招かれ、昭和28
年４月に守谷作業所として創業し、創業以
来一貫して高級特殊鋼「ヤスキハガネ」と共
に歩み、特色ある技術と高い信頼を両翼に
して高度化する時代のニーズに応えるよう
「和合努力」の社是のもと、全社員の総力を
結集して日々研鑽を積み重ねています。
　精密機械加工・熱処理・超仕上げ等、品
質管理の行き届いた一貫した工程から生ま
れる製品は、国内外の顧客から信頼を得て、
新しい時代への貢献を目指し、より確かな、
よりハイレベルな製品を実現すべく、自動
化設備の自社開発も行い、IT関連分野での
拡大展開等、内容の充実を図りながら新分
野への挑戦を続けており、時代に先駆ける
新技術の開発を推進しつつ、理念である「誠
実」「創意」「人の和」を軸として企業の社
会的貢献を全うするため努力を続けていま
す。

◆株式会社 守谷刃物研究所

〈沿革〉
昭和20年12月　 ㈱日立製作所安来工場にて

刃物研究所を開設し、刃物
の研究・製作を始める。

昭和28年４月　 安来市潮美町に守谷作業所
を創業する。

昭和31年１月　 株式会社守谷刃物研究所と
組織変更する。

昭和59年８月　 安来市恵乃島町113番地１
に本社・精機工場を移転す
る。

平成13年６月　 代表取締役に守谷光広氏が
就任する。

平成15年３月　 車載用（トラック、乗用車等）
及び油圧ポンプ用ベーンの
製造についてIS09001、2000
を取得する。

〈事業内容〉
　世界最高級の鋼である「ヤスキハガネ」の
特性を最大限に活かしたものづくりを行っ
ており、一般機械部品、エレクトロニクス
部品、航空宇宙関連部品、原子力部品、パ
ワーステアリングポンプ用ベーン等の自動
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車部品などを製作している。
　永年にわたり培った技術により生み出さ
れる高精度・高信頼性の製品群を製作し、
それぞれに守谷刃物独自のアイデアと工夫
が生かされている。また、当社では既存の
ものでは達成できなかった性能を「ヤスキ
ハガネ」に新たな技術を加えることで実現
し、顧客の製品開発を積極的にサポートし
ています。

〈製品群〉
【自動車関連部品・車載用ベーン】
　品質の信頼性とコスト競争力が要求され
る分野で、高い技術力と地道な努力で課題
を達成し、多くの自動車メーカーからの支
持を得ている。パワーステアリング用ベー
ンは、車のしなやかな動きに欠かすことの
できない重要な部品で、サブミクロンの精
密な加工により高度なニーズに応えてい
る。

【一般機械部品】
　シャトルやバルブ・
パンチなどの高い精
度と信頼性が求めら
れる部分に当社の製
品が使用されている。

【コインパンチ】
　造幣局で硬貨を製
造する機械に当社の
製品が使用されてお
り、狂いのない正確
な打刻を可能にする
特殊鋼の性能が活か
されている。

【各種刃物製品】
　世界的な評価を得る
「ヤスキハガネ」ブラン
ドのもと、各種高級刃
物を製造している。

【ロケットカッター】
　ロケット打ち上げ後、
人工衛星を切り離す
際に使われるロケット
カッターで、刃物技術
と高い信頼性で日本の
宇宙開発の一端を当社
の製品が担っている。

【競艇用プロペラシャフト】
　競艇用モーターボー
トにも当社の製品が使用
されており、耐熱性、耐
久性、そして耐蝕性が求
められる分野である。

【有機EL】
　次世代ディスプレイ
として世界中の注目を
集めている有機ELの
量産設備の開発に協力
している。

〈機械設備〉
　「夢と創造、科学する心。どんなに時代が
変わろうとも“ものづくり”の原点を忘れな
い。」を掲げ、小ロット部品から100万個を
超える量産部品まで、的確かつ迅速に対応
できる体制を随時整えるとともに、経験に
よって培われたノウハウと新しい技術を取
り入れた加工プロセスにより、高い信頼性
を持つ製品に仕上げて
いる。
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◆エステック株式会社
〈概　要〉
所在地　島根県八束郡東出雲町大字揖屋町
 2797-3
代表者　代表取締役　永島　正嗣
創業・設立
　　　　平成３年４月
資本金　8,200万円
従業員　40名（20名が設計技術者）

　技術のベースはコミュニケーションであ
り、顧客とともに機械をつくりあげてい
く、その姿勢が当社の技術を育てている。
　1991年に「技術者の誇りを守り想いを
実現できる会社を創りたい。」という志を
同じくする技術者たちによって設立され、
当社が目指したのは、自分たちが “技術
屋 ” として納得できるものづくりをとこと
ん追求できる環境と、その結果としての顧
客の評価をリアルに受取ることができ、仕
事の充実感を味わうことができる会社づく
りでした。
　顧客が本当に満足いく機械を創るため
に一番大切なことは「お客様に教えていた
だく。」ことから始まるのだと考えている。
現場で実際に使用する技術者たちのニーズ
やウォンツを把握できるかで、そのために
は納得できるまで話し会うことだと考えて
いる。当社が得意とする技術分野と顧客の
専門分野を知り、当社が必要とする技術や
知識を吸収することで、最終製品の機能は
より満足を提供できるものに仕上がって行
くと考えている。
　技術者のマインドとマインドのぶつかり
合いは「足し算」ではなく、多くの場面で
は「掛け算」の回答を生み出す。だから技
術のベースは何よりもまずコミュニケー
ションである。顧客からも数多くの情報を
提供していただき、ともに理想の機械を追
求していく。当社が現在持っている高い技
術は顧客に育てていただき、より高いもの
を求めようとする “技術屋 ” 同士の誇りの
結晶でもある。

〈営業品目〉
　製鋼試料調製装置、サンプル切削機、サ
ンプル研磨機、遠心鋳造機、真空装置、超
鋼丸鋸切断機、砥石切断機、マーキング装
置、全自動たんぱく質結晶化システム、自
動分注装置、各種搬送装置、大型疵取グラ
インダー、レーザー寸法検査機、その他省
力機器

〈エステック カスタマイズシステム〉
　顧客が求める製品を創造するためのカス
タムオーダーシステムで、当社の製品には
既製品はありません。素材、部材形状、設
置場所等、綿密な打合せの中から、顧客に
最適な製品を創造している。

調　　　査　⇒　問題点、課題の確認
企画・設計　⇒　 顧客へ最善のプランを提案
製　　　作　⇒　高精度のシステムを製作
テスト・調整⇒　 実際のワークを使用した

試験運転。細部に至るま
での検査・微調整

設置・調整・メンテナンス
　⇒　 設置場所に合わせた調整。設置後も

継続的なメンテナンスでバックアッ
プ。
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〈製品紹介〉
　製品開発が当社の技術開発でもある。

1992年３月
ベルダー型試料調製機

　人手に頼っていた試料製作を国内で初め
て機械化に成功した当社のオリジナルマシ
ン。反転機構を取り入れ特許を取得。　

1993年４月
湿式砥石定寸切断機

　精密切断が可能でこれまでにないコンパ
クトなサイズで製品化を実現。

1994年12月
超硬丸鋸切断機

　超硬丸ノコによる切断で高い安全性とス
ピード性を実現。切断による粉が出ないた
め作業環境に優しいマシン。

1995年９月
全自動試料調製装置

　蛍光Ⅹ線分析及び発光分析用ポンプ試料
を受け、切断から砥石研磨、またはミーリ
ング研削を行い、さらにガス分析用試料ま
で完全自動で作製する装置。

2000年５月
全自動サンプル切削機

　金属成分分析用試料調製をミーリングで
無人化。

2006年４月
アスベスト分析前処理装置

　アスベスト調査試料を装置内で完全回収
する粉砕装置。
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先進商店街視察（京都市）
　     北九州市商業総連合会

　北九州市商業総連合会（市商連）は、傘下の各区商店街連合会の協力を得て、共同販促
（年末共同大売出し）事業や商店街活動の参考に資するため先進商店街の視察を行っていま
す。
　今年度は、11月16日（火）・17日（水）に空き店舗を利用した昼食会などを実施してい
る西新道錦会商店街、スタンプ事業を柱に環境や子育ての取組を行っている京都三条会商
店街を訪問しましたので、その概略を報告します。

《概　況》
所在地　京都市中京区壬生下溝町51-41
　　　　〒604-8832
代表者　理事長　畑　　宏　治
　　　　TEL　075-311-0332
　　　　FAX　075-321-0125

　過去の商圏は24,000世帯60,000人であっ
たが、現在は12,000世帯24,000人となって
おり、商圏人口は全国的な傾向と同様に減
少している。
　エプロンカードの導入、医療相談会、昼
の食事会、ビンゴカードの売り出しなど
スーパー等にできないことを実施し、ハー
トとハートのつながりに生残りをかけ、地
域住民が住んで良かったと思えるような商
店街を目指している。

　以下、事業等について、「2010年度事業
計画」から抜粋し紹介します。

《スローガン》
◎ 健全なコミュニティーは、健全なマー
ケットが育つ。

◎ 日常性のある事業活動で生活、くらし、
仕事の創生を。

◎ 人間ビジネスで消費者との新しい出会
い、交流、接点を見つける。

◇21世紀型商店街、商店群の構築
　○ 地域コミュニケーションの核となり、
地域の暮らしに丸ごとかかわった事業
で地域への貢献。

　○ 高齢化社会への移行と情報化社会は社
会の流れであり、その具現化で社会へ
貢献。

　○ 21世紀は社会情勢の変化と消費者価
値観と意識の変化が進み、政府も「歩
いて暮らせるまちづくり」の推進に着
手しており、これからの時代は商店
街・個人商店へ買物回帰が起こる事
は必然であり、確信と展望を持って
事業推進。

　○ 消費者への目線にたった事業展開で地
域社会への貢献がビジネスチャンスの
拡大へ。

⑴　消費者へ役に立つ商店街への挑戦
　 　24時間生活者として地域の暮らしに
商店街が果たしてきた役割は、丸ごと暮
らしにかかわった、地域の護民官として
の役割であり、大型店スーパーでは出来
ない地域への貢献をいかに果たせるかが

◆西新道錦会商店街振興組合

－ 17－ － 18 －



商店街の活性化への挑戦とカギになる。
　 　“ 自由な発想で、自店の経営改善を行
い、ピンチに強い経営体質をつくる。”
⑵　戦略目標・事業の再構築
　 　厳しい消費不況、経営者の高齢化と自
然減少、社会情勢・経営環境の変化に対
応した、戦略目標の修正と事業構造の再
構築を踏まえた組織の見直しと改革を進
め、現在の組合員の奮闘を促すと共に、
商店街の新陳代謝の促進や新規参入の容
易性を確保する。
　 　“ 大きいから強い、賢いから生き残れ
る時代から、時代の変化にいかに適合す
るかが大切である。”

《商店街事業活動の取組み》
１　 エプロンカード（プリペイドカード）
事業

　○ ポイントサービス事業の入金目標額
26,000万円で、年間予算は1,000万円
を計上している。

　○ 毎月第１土曜日に限りWポイント
サービス（100円に付２ポイント付）
を行い、カード保持の促進とプリペイ
ド入金の促進を高める。

　○ 春や歳末等の大売出しの実施時期に
500ポイントサービスを前向きに検討
する。

　○ 換金手数料は、広告宣伝会員5.5％、
売出会員6.5％とする。

　○ カード切替え８月、２月の年２回
　○ 地域住民生活カードを目指した地域ボ
ランティア通貨「朱」の発行宣伝「朱」は
エコマネーとして京都市指定ゴミ袋との
交換利用できることを積極的に宣伝し
ていく。また、各店も「朱」発行を消費
者サービスとして行っていく。「朱」は買
物決済としてポイント同様に使える。

２　ラッキーシール事業
　 　年間発行目標額は140万円、シール台
紙に広告掲載を行う。４店舗で販売し、
１シート（240点）600円でシール台紙は
全て買物に利用していただく。

３　宣伝広告事業
　 　宣伝広告（原則B４版）の発行回数は
33回、両面、片面広告を併用し１万枚
を発行している。チラシの裏面は有料広
告（１枠3,000円～ 4,000円）とし広告主
を増やして収入に貢献する。

４　抽選大会事業
　 　抽選事業参加店は会費とは別に賦課金
（１口500円／月）を徴収し、年間600
枚の無料補助券を配布する。追加の場
合は補助券１枚につき10円、抽選券は
500円に１枚を進呈する。

５　給食サービス事業
　 　地域のふれあいと商店街の賑わい創出
を目的に、毎週金曜日にエプロンホール
にて昼食会（600円／食）を実施している。
昼食会は14年間続いており、１回50食を
目指している。また、希望があればツーリ
ハメンバーを新しく受入れる。
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◆京都三条会商店街振興組合

《概　況》
所在地　京都市中京区今新在家西町１-１
　　　　〒604-8801
代表者　理事長　上　田　照　雄
　　　　TEL　075-811-4472
　　　　FAX　075-811-4479

　当商店街は私鉄駅から10分、JR駅から
も10分の位置にあり必ずしも恵まれた立
地条件とは考えていない。多くのイベン
トを開催するなどして、10年間で通行量は
1.5倍に店舗数は150店舗が180店舗に増
えている。
　活動の中心は「リボンスタンプ事業」
であらゆるイベントに活用している。IC
カード化は可能だが、ランニングコストを
考えて ICカード化は行わない。
　年間12 ～ 30回とイベントを多く開催
し、「何か面白いことをしている商店街」「毎
日買物をする商店街」として地域密着型の
商店街を目指している。

《沿　革》
　京都三条会商店街の歴史は古く明治の頃
から市街地が形成され、大正から昭和初期
にかけ地域の発展に伴い商店も増え、山陰
線を利用した丹波地方の顧客も多くなり、
公設市場も２箇所が設置されている。
　大正３年には、油小路通から西矢城通ま
での商家72軒が連合会として「三条会」を
組織し、大正14年には油小路から千本通
までの商家で新しい「三条会」を結成して
いる。
　その後、日華事変、太平洋戦争の時代と
なり、戦局の悪化から自由販売の商品が少
なくなり、大方は配給となったため「三条
会」組織は事実上消滅した。

　昭和21年に堀川通から千本通間に「三条
商店会連合」が再び結成された。
　昭和28、9年ごろに三条会の有志が、「買
い上げ金額50円につき１枚の証紙（シー
ル）を発行し、それを台紙に貼って何冊か
たまると、商品に引き換えたり、温泉旅行
や観劇に招待する。」という「証紙事業」を
始めている。この証紙付販売は全国でも珍
しく、京都では始めてのことであった。そ
の後、「京都三条会協同組合」が誕生して
からは組合事業の一つとなり、今日では
「リボンスタンプ事業」として顧客の購買
意欲を高めている。
　昭和32年３月に「京都三条会協同組合」
を設立し、昭和38年７月に「京都三条会商
店街振興組合」に改組している。
　昭和39年４月、７年越しの宿題であっ
たアーケードが総工費5,100万円で完成
し、雨天はもちろん夏の日除けにもなり多
くの人に喜ばれ、商店街の発展に繋がって
いる。

《活性化対策としての各種事業》
１　アーケード事業
　・ 昭和39年に初代アーケードを建設し、
本体工事費3,900万円、付帯工事費
1,200万円。

　・ 昭和54年に二代目アーケードを建設
し、総工費約６億円。初代アーケード
を取り壊し、当時の最新技術をふんだ
んに取り入れたアーケードに生まれ変
わった。

　・ 平成18年にアーケードの大改修、工
事費12,600万円。

２　リボンスタンプ事業
　 　平成９年10月に「リボンスタンプ事
業」を始めているが、その下地は昭和30
年ごろに始めた「証紙事業」にあり、年
間運営費2,000万円のうち1,000万円を
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当てており、当商店街の中心的な事業と
なっている。
　①　商店街の金券として活用
　②　抽選会の抽選券として活用
　　　 購入金額２万円で抽選券１枚を交

付、賞品は商店街の商店から購入す
る。（一方では商店の在庫整理にも
なっている。）

　③　各種のイベント参加券として活用
　　　 「子ども抽選会」の参加券や「移動動

物園」の入場券をリボンスタンプに
するなど、商店街での購買に結び付
けるよう工夫している。

　④　地域通貨として活用
３　学校との連携事業
　 　地域の学校と連携してイベントを開催
し、集客に貢献している。
　 　面白い商店街とイメージ付ければ先方
から出演の申入れが来る。
　① 　小学校の体験販売学習の受入とキッ
ズショップの開催。

　　 　小学生の体験販売学習を受入そこで
の購入は全てスタンプシールで行うこ
ととし、商店街の販促に貢献してい
る。（商店街で買物をしなければスタ
ンプシールがもらえない。）

　② 　子育て広場（京都光華女子大学との
連携）の実施。

　　 　京都光華女子大学と連携し「子育て
広場」を運営している。当初は学生と
子どもの交流の場として実施したよう
であるが、結果的には子ども（３歳未
満）を通じた母親との交流にも大きな
効果を挙げている。

　③　その他
　　・ まぼろしの伝統「節分おばけ」再現

（京都精華大学との連携）
　　・ 地域中学校４校のチャレンジ体験

（５日間）の受入れ

　　・ 地域高校文化祭の仮装行列の発表の
場の提供

　　・ 看護専門学校生徒による商店主及び
従業員の健康チェックの実施

　　・ 日本語学校（外国人留学生）の商店
街体験の受入れ

　　・ 修学旅行生の体験販売の受入れ
　　・ 同志社大学学生と日本語学校留学生

の「まちなかハロウィン」の実施
４　町おこし事業（地域資源の掘起し）
　　・ 八坂神社御供社（祇園祭発祥の社）
　　・ 武信稲荷神社（坂本龍馬ゆかりの神

社）
　　・ 霊山護国神社（龍馬よさこい10委員

会）
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　12月13日（月）18時から小倉北区三郎
丸の観山荘別館において、恒例の福機連北
九州支部年末卓話会が開催されました。
　卓話会の講師には、日本銀行北九州支店
長 長野　聡氏をお迎えし、「日本経済の現
状と課題」と題して講演されました。
〇 海外要因、国内人口要因や政策要因をも
とにした、今後の２～３年間の日本経済
の予想。

○ 米国家計の可処分所得に占める負債の比
率や家計貯蓄率等をもとにした米国家計
の現状。

〇 中国の住宅販売面積・金額の推移をもと
にした中国経済の側面。

　また、私見として、今後２～３年の間に
企業は現在の物価安定、低金利を活かし内
需に目を向けた事業展開を図る必要がある

こと。行政は、民間企業が過当競争と思わ
れるようなモノ・サービスの供給を削減し、
不足しているモノ・サービスを見つけだし
新規投資ができるように規制緩和を図る、
ことなどが話された。
　卓話会が終了後、交流会が開催され、会
員相互の交流を図った。

第10回産学連携フェア開幕

　10月27日（水）13時から北九州学術研
究都市において、約300名の出席のもとで
第10回産学連携フェアの開会式が行われ
た。
　開会式では國武㈶北九州産業学術推進機
構理事長並びに北橋北九州市長が主催者挨
拶を行い、滝本九州経済産業局長並びに重
渕北九州商工会議所会頭が祝辞を述べた。
　引き続き、三菱重工業㈱取締役副社長福
江一郎氏が「グリーンイノベーションの現
状と将来」と題して基調講演が行われた。
会期は29日（金）までで、展示会には多数
の出品があり、会期中は種々の講演会、セ
ミナーが開かれた。

　　年末卓話会開催
　     福機連北九州支部
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《組合概要》

団体名　キック協同組合
所在地　北九州市小倉南区下曽根新町13-1
ＴＥＬ　093-473-0720
ＦＡＸ　093-473-0250
設　立　昭和37年11月
業　種　医薬品小売
会員数　75企業（82店舗）
理事長　槇野　美佐子 槇野 理事長（会議室にて）

組合訪問記

◎　設立の動機・経過など
　昭和30年代後半の医薬品業界は、医薬
品メーカーの大量生産システムが確立さ
れ、中央の大手小売業が地方へ進出し始
め、加えて中小企業基本法が制定される
等、薬業界においても流通革命に伴う近代
化で経営環境は一段と厳しくなった時期で
した。
　大手小売業の北九州地域への進出等の流
通革命に対応するため、有志の薬局・薬店
の経営者と卸売業者が集まり、従来の小
売、卸売りのあり方から脱皮し、各店舗の
独立性を維持しつつ、相互扶助の精神にも
とづき、生産性の向上、経営の近代化、物
流の合理化を図り、お互いに繁栄し生き残
ることを目的として、昭和37年に協同組
合を設立しました。

◎　現在の活動状況など
１　情報の発信とメーカー勉強会の実施
　 　目まぐるしく変わる社会情勢に対応す
るため、薬業界の情報を逸早く組合員に
提供し地域生活者の健康を通じて幸せを
提供できるように常に心がけています。
２　年２回のキャンペーンの実施
　 　共同仕入れによるキャンペーンを夏・
冬の年２回実施し、売れ筋商品の斡旋及

び販売促進品の提供を行い、地域生活者
へ安全で確実な商品をより安く提供し、
生活者に非常に喜ばれています。

◎　当面の課題など
　近年ドラッグストアの出店が著しく、低
価格の安売り合戦が続いていますが、利便
性と安さだけを追求する店舗とは別の位置
づけをしており、専門性やカウンセリング
力を高め、個々のお客の薬を準備するよう
な価値ある商品を提供する店舗創りを心が
けています。
　将来的には、活動地域を九州一円、中国・
四国地区へと拡大し、地域性、専門性をさ
らに追求し、地域生活者の生活相談を含め
た健康づくりに貢献していきたいですね。

◎　代表者の趣味など
　統計学の四柱推命を深く研究され事業
にも大いに役立っているそうです。その
他には健康管理のために夕方１時間程度の
ウォーキングや友人から誘われての海釣り
などを楽しんでいるそうです。

　忙しいところに訪問したにもかかわらず
終始にこやかにお話をしていただきありが
とうございました。
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《組合概要》

団体名　苅田町商業協同組合
所在地　京都郡苅田町富久町1-22-14
ＴＥＬ　093-436-1631
ＦＡＸ　093-436-0268
設　立　平成９年２月
業　種　物販（商店街）
会員数　27店舗
理事長　村田　　徹 村田 理事長（応接室にて）

組合訪問記

◎　設立の動機・経過など
　中元や歳末の大売出しを任意団体で行っ
ていました。平成６年に街路灯の老朽化や
駐車場の不足などを解消するため、法人化
を検討しましたが、出資金や賦課金に対す
る抵抗で見送りとなり、その後、説明会や
会議等を重ね３年間を掛けて平成９年に協
同組合を設立しました。その間の役員の苦
労は大変なものでした。

◎　現在の活動状況など
　平成14年５月に第３セクターの街づく
り会社、㈱ピュアタウン苅田を苅田町、苅
田商工会議所と共に設立し、街路灯の設
置、共同駐車場の整備を行い、それらの管
理を行っています。
　昨年は、商店街に JAの直売所を誘致
し、最寄品が不足していた商店街に賑わ
いを取り戻しました。また、中元、歳末の
売出しはもとより２月の福まき大会（豆ま
き）や港まつりへの協賛参加や各種のイベ
ントを実施し、集客と賑わい創りを図って
います。

◎　当面の課題など
　苅田町は、港湾を中心に大手企業が連立
する臨海工業地帯を有し、１日の昼夜間の

人口差が５～６千人といわれており、日本
でも有数な財政力のある町にもかかわらず
人口は頭打ちの状態です。しかも、近年大
型店の郊外進出が進み商店街の衰退はさら
に深刻で、その解決策として、人が住みた
くなるような住環境の整備と町外者を受入
れることの出来る苅田町の顔となるような
拠点整備が必要であります。
　一方、商店街自体も店舗の老朽化や経営
者の高齢化と後継者不足により空き店舗が
増え、飲食店や生鮮三品の不足で商店街の
機能低下が懸念されるので、不足業種の積
極的な誘致を行っていきたい。
　将来的には、テナントミックスによる店
舗集約でコンパクトな商店街構成を行い、
商店街が市民にとっての台所、憩いの場に
なるようにしていきたいですね。

◎　代表者の趣味など
　映画鑑賞を趣味としており、お店の閉店
後に自宅で毎日鑑賞するほどで、最近では
「13人の刺客」が面白かったですねと満足
そうに話されました。

　お忙しい中、訪問したにもかかわらず、
丁寧にお話をしていただきありがとうござ
いました。
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《組合概要》

団体名　電九協北九州電設協同組合
所在地　北九州市小倉北区弁天町3-12
ＴＥＬ　093-571-8778
ＦＡＸ　093-571-8772
設　立　昭和44年４月
業　種　電気工事業
会員数　53社
理事長　瓜生　義則 瓜生 理事長（組合事務室にて）

組合訪問記

◎　設立の動機・経過など
　昭和44年、組合員の相互扶助と経済的
基盤の向上を目的に電気工事業九州協同組
合の北九州支部として発足した。その後、
昭和45年に設定された電気工事業法の登
録申請業務への対応や第１次オイルショッ
クにおける電設資材等の調達など困難をき
わめ、さらに経済の高度成長に伴う国民生
活の多様化で電力の消費量は増大し、我々
電気業界に対して安全対策・保守保安の業
務的要請が益々強まってきました。
　このような社会情勢の変化に対応するた
め、頻繁に協議を重ね、昭和53年に電気
工事業九州協同組合を発展的に解消し、新
たに県単位・地区単位の協同組合として
「電九協北九州電設協同組合」と名称変更
し設立しました。

◎　現在の活動状況など
　当組合には、小倉・八幡・直飯・豊築の
４支部があり、月１回の理事会並びに支部
会を開催し、組合員相互の連携・情報交換
を行い諸問題の解決を図り、経営の近代
化、施工技術の向上に努めるとともに、組
合員相互の交流を深めています。

◎　当面の課題など
　建設業界は公共、民間工事の大幅な減少
に伴い厳しい経営状況の下にあり、さらに
経営者の高齢化や後継者不足等により組合
員は減少傾向にあります。新規加入キャン
ペーン・青年部の育成・人材の確保に重点
を置き、消防設備など他業界にも目をむけ
た総合的な組合へ変革し、財政基盤の安定
構築が組織再生の基本的な考え方としてい
ます。
　平成12年に福岡県電気工事業工業組合
（県工組）に加入し、県工組からの情報が
多くなったので、将来的には情報端末を整
備し、組合員相互のネットワークを充実し
て、状況変化に素早く対応できる組合にし
たいですね。

◎　代表者の趣味など
　スポーツ観戦を趣味にしており、健康管
理のために家庭菜園やウォーキングを楽し
んでいます。また、暇が出来れば鄙びた温
泉めぐりも楽しんでいます。と笑顔で話さ
れました。

　お忙しい中、終始にこやかにお話をして
いただきありがとうございました。
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第62回中小企業団体全国大会
～なら100年会館（奈良市）～

　11月18日（木）第62回中小企業団体全
国大会が “ 新たな出発　未来を創る団結の
力 ”を大会テーマに、全国の中小企業者・
団体関係者2,000名の参加を得て、「なら
100年会館」において盛大に開催された。

大会スローガン
　１ 　円高、デフレ脱却のための景気対策
の強化

　２ 　中小企業憲章を具体化する連携組織
対策等中小企業対策の拡充

　３ 　中小企業に配慮した雇用対策の推進
　４ 　万全な資金繰り対策と成長力強化に
向けた税制の拡充

　５ 　優越的地位の濫用と不当廉売への積
極的対処

　６ 　地域活力の再生と商業・サービス業
振興対策の強化

　次期開催地　　愛知県

第54回中小企業団体九州大会
～iichiko 総合文化センター（大分市）～

　９月16日（木）第54回中小企業団体九州
大会が “連帯で拓く　中小企業と地域の未
来 ”を大会テーマに、九州・沖縄各県の中
小企業者・団体関係者1,200名の参加を得
て、「iichiko 総合文化センター」において
盛大に開催された。

大会スローガン
　１ 　中小企業に対する実行ある景気・雇
用対策の早期実施

　２ 　中小企業憲章の基本理念に基づく中
小企業施策の充実強化

　３ 　九州・沖縄地域振興対策及び基盤整
備の充実

　４ 　中小商業・サービス業振興施策の充
実強化

　５ 　中小企業に対する効果的な金融対策
の実施

　６　安易な消費税率の引き上げ反対

受賞おめでとうございます
《優良組合表彰》
　　毎日新聞西部販売店協同組合
　　日豊宅建業協同組合
《組合功労者表彰》
　山口　光政
　北九州市防水工事業協同組合　理事長
　磯　　雅晴
　協同組合大里商店連合会　理事長

　次期開催地　　佐賀県
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60歳代の求人は北九州高齢者能力活用センターへ

北九州高齢者能力活用センターとは・・・

所在地・問い合わせ先

ホームページアドレス

豊かなキャリアを持つ高年齢者（概ね60才以上）の方々に、就業の機会を提供することを目的として
設立された公益法人です。会員企業に対し、高年齢者を必要な時に、必要な期間派遣します。

北九州市戸畑区汐井町１－６　ウェルとばた８階
北九州市高年齢者就業支援センター内
☎：０９３－８８１－６６９９
ＦＡＸ：０９３－８８２－６７０５

http://www.hatsu-ratsu.com/

ご活用はこういうときに
・豊かな経験や技術を利用したいとき
・社員の退職や病気などの長期欠勤があるとき
・業務にバラツキがあり、忙しい時間だけ人材が欲しいとき

こんなメリットがあります
・専門知識や技術のある人材が即戦力として活用できます
・有能で健康な人材が容易に確保できます
・給与計算、年末調整、社会保険などの煩雑な事務処理が不要です

会社説明会・会社面談会 出展企業を募集中です !!
■会社説明会と会社面談会の違い
　会社説明会…説明会当日は各社のブースで採用などに関する説明を行う。
　会社面談会…面談会当日に、採用面接を行う（人数等により、後日行う場合もあり）。

合同会社説明会

合同会社面談会

日程 会場 対象者 業種 企業数

23年２月19日（土）
　11：00 ～ 16：00

西日本総合展示場
C区画

一般求職者
転職希望者

2011卒学生（※）も参加可能

全業種 50

23年３月12日（土）
　13：00 ～ 15：30

AIMビル８階
KTI 大・小ホール 全業種＋総合業種、介護 15 ～ 20

主催：北九州市　　共催：北九州商工会議所、北九州雇用対策協会

日程 会場 対象者 業種 企業数

23年２月５日（土）
　13：00 ～ 15：30

AIMビル８階
KTI 大・小ホール

2011卒学生（※）及び
既卒者（第二新卒） 全業種 15 ～ 20

主催：北九州市、福岡労働局、北九州地域各公共職業安定所　共催：北九州商工会議所、北九州雇用対策協会
※2011卒学生：2011年３月に大学、短大、高専、専修学校を卒業予定の方

■お問い合わせ先・・・北九州市役所　雇用開発課（℡５８２－２４１９）

－ 27－ － 28 －
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北　中　連　日　誌 平成22年９月～

 Ｈ22.10.５ 第２回技の達人検討会 小倉北区 ステーションホテル小倉

   大阪市 10.６～８ 関西機械要素技術展共同出展  インテック大阪   住之江区 

 10.13 第27回北九州市環境審議会 小倉北区 ホテルクラウンパレス小倉

 10.15～17 第８回国際車椅子バスケットボール大会 八幡東区 総合体育館

 10.18 第３回技の達人検討会（現地調査） 市内 門司区・若松区

 10.20 アートタウン創造シンポジウム 戸畑区 明専会館

 10.25 福岡県地域経済懇談会・懇親会 小倉北区 北九州市立商工貿易会館

   福岡市 10.27 福岡県に対する23年度要望  福岡県庁舎   博多区

 10.27～29 第10回産学連携フェア 若松区 北九州学術研究都市

    ㈱守谷刃物研究所 10.28～29 福機連北九州支部　先進企業視察 島根県     エステック㈱

 11.１ 北九州商工会議所　役員披露パーティー 小倉北区 リーガロイヤル小倉

 〃　 北九州地区職業訓練協会　理事会 八幡東区 北九州地域職業訓練センター

 11.２ 関西機械要素技術展共同出展企業会議 戸畑区 テクノセンター

 11.５ まつり起業祭　開会式 八幡東区 大谷会館南広場

 11.10 北金会　講演会・懇親会 　〃 千草ホテル

 11.12 北中連　監査会 小倉北区 北九州市立商工貿易会館

 11.15 北九州市に対する23年度要望 　〃 北九州市庁舎

    西新道錦会商店街 11.16～17 市商連　先進商店街視察 京都市         京都三条会商店街

 11.18 第62回中小企業団体全国大会 奈良市 なら100年会館

 11.19 中央会・北中連事務局協議会　事務局説明会 小倉北区 ホテルクラウンパレス小倉

 11.22 北九州地区職業訓練協会　理事会 八幡東区 北九州地域職業訓練センター

 11.26 中小企業経営センター　年末交流会 小倉北区 小倉飯店

 11.29 環境産業推進会議　環境ビジネス部会 　〃 北九州国際会議場

 12.７ 北中連　理事会 　〃 稚加榮

 12.８ グリーンコンシューマー推進委員会 　〃 北九州市庁舎

 12.９ 自見金融担当大臣との意見交換会 　〃 北九州市立商工貿易会館

 12.13 福機連　卓話会・交流会 　〃 観山荘別館

 12.18 技の達人表彰式 　〃 ホテルクラウンパレス小倉

 12.21 地域中小企業支援ネットワーク連絡協議会 　〃 毎日西部会館

－ 27－ － 28 －
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東大寺二月堂・三月堂への道（2009・秋）

　プロフィール

　坪根　公司氏
金沢美術工芸大学美術学科油絵専攻卒
福岡県立八幡中央・戸畑・小倉西高等学校を経、現在、小
倉高等学校美術教諭退職・後同校講師
朝日カルチャーセンター講師
在職中－ 福岡県高等学校芸術科研究会、美術・工芸事務局

長、工芸部会長、芸術科副会長を経、全国高等学
校美術・工芸教育研究部会感謝状授かる　文部省
海外教育事情視察

  北九州市政30周年・市立美術館協議会委員永年勤
務功労賞授かる

画　歴－ 朝日西部美術展・朝日賞受賞　可能性への意志展
『介殻』北九州市立美術館所蔵

  スペイン美術賞展『ナンキンハゼ』銀賞（カイサ・
デ・バルセロナ作品所蔵）

 小倉井筒屋での個展５回
 06・札幌時計台ギャラリー個展
 06・金沢美大60周年記念展出品
 「金沢21世紀美術館」「金沢市民芸術村」
 09・３月東京・田中八重洲画廊個展
著画集＝ 水彩画集『山蹊の四季』『西日本の四季』『北アメリ

カスケッチ集』
教育著書＝『旧校舎版画集・心象』『想林』を編集
研究論－ 文化・文政期を中心にした来舶清人と文人画家10

数編、〈山田右衛門作の転変〉など
住　所－北九州市小倉北区都２丁目8-35
 TELorFAX 093-651-2006

　奈良と言えば、2009年（平成21）７月14日～９月
27日の期間に九州国立博物館で開催された〈国宝
阿修羅像展〉のことを記憶している方も多いと思
う。この展覧会では、《芸術鑑賞の旅》というタイ
トルで私が講師で勤めている朝日カルチャーセ
ンターのＯさんが７月22日（水）にバスツアーを
企画、その講師として同行した。
　車中、約１時間、阿修羅像についての解説を
行うための下調べと資料を用意するなかで、今
（2009年）から36年前の1963（昭和38）年に、当時
美学美術史の講義を担当していた秋山光男教授
の現地研修を受け、古都奈良の諸寺・諸仏巡り
をしたことを思い出した。まだ二十歳前後の生
意気盛り、講義をされている先生が日本を代表
する高名な美術史家であることも知らずに受講
していた。その講義の中で「和辻哲郎」という大
正・昭和期の哲学者のことを知りその名著『古
寺巡礼』をひも解いたことも懐かしく思い出し
た。秋山教授の現地研修での鮮烈な思いは今で
も強く残っているし、研修終了後もその余韻は
続き、阿修羅像や興福寺の仏頭のような鼻筋の
通った横顔・切れ長の眼をしたモデルを捜した
ほどである。
　またその後、亀井勝一郎著『大和古寺風物詩』
（1943）や堀辰雄著『大和路・信濃路』（1954）を当時
愛読しては、古都奈良への想いを募らせ、妻や子
供にもその想いを伝えるべく何度か一緒に奈良を
訪ねたものの現実生活に追われつつあったためか
当初のような感動は得られず、次第に古都から遠
ざかってしまっていた。
　今回の阿修羅展はそのような私の青年期の美
との出会いを呼び覚ましてくれるきっかけと
なった。2008年の秋、大阪にいる中学時代の同
級生Ｙ君Ｕ君から奈良で同期会をやる知らせが
届いていた。想いを新たにしたこともあり、半
世紀振りに会うかつての少年期の友たちの姿も
楽しみだという思いで参加した。
　会合の夜はご多分に漏れず深夜まで思い出話
が尽きなかった。それぞれの人生体験を滲ませ
た参加者の姿に感慨もひとしおであった。興奮
したせいか翌朝夜明け前に目が覚めたのでホテ
ル前に広がる平城宮跡を散策した。広い跡地内
を横切る近鉄奈良線にも驚いたが、さらに驚い
たのは、翌2010年に平城遷都1300年を迎えるた
めに再建された朱雀門が姿を現していたこと
である。門に向かってかなりの距離を歩いてい
るうちに朝焼けとなり、まだ薄暗い門の上に展
開する雲の動きに心を奪われた。徐々に明確と

なっていく朱色の複雑に構築された組み物に平
成の匠たちの技の素晴らしさを堪能した。
　朝食後は皆と鹿と戯れたりしながら東大寺を
訪れた。堂々とした木造建築の雄姿に“こんなに
大きかったのか”という感動を再認識した。そ
の思いは強く、皆と別れた後、もう一泊し古都
を巡り歩きながらその雰囲気を心行くまで味わ
い、さらにその想いを確かな手応えとすべく、
最後は若草山の頂上まで登り平城京を一望。此
処に都を遷都した古人の慧眼に感服した。

都古 奈良への想い

－ 29－ － 30 －



北九州中小企業団体連合会社団
法人

会　長　自　見　榮　祐

副　会　長　大　江　宏　成　　副　会　長　和　田　米　彦

　　〃　　　柿　原　壽　継　　　　〃　　　安心院　武　彦

　　〃　　　大　坪　常三郎　　　　〃　　　池　田　幹　友

常任理事
〃
〃

縄　田　清　髙

山　本　展　夫

富　澤　善　和

岡　本　　　勝

西　尾　佳　浩

野　中　眞　治

理　　事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

理　　事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

本　村　英　昭

大　澤　幸　雄

瀬　口　裕　章

瓜　生　義　則

坪　根　俊　治

山　口　辰　嘉

森　若　国　光

福　山　征　也

宮　﨑　敏　久

増　田　康　雄

岩　男　平八郎

池　浦　正　勝

村　山　克　彦

山　口　光　政

馬　場　正　喜

山　本　雄　造

園　山　眞　教

難　波　直　紀

原　田　健　次

中　村　春　夫

岡　住　　　奏

大　水　健　二

常任理事
〃
〃

監　　事
〃

畠　山　一　英

山　岡　義　昭

杉　岡　密　雄監　　事

－ 29－ － 30 －
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北九州市商業総連合会
会　長　中　川　昭　之
副　会　長　大　澤　幸　雄（門 司 区）
　　〃　　　甲　山　博　美（小倉北区）
　　〃　　　田　中　孝　文（小倉南区）
　　〃　　　三　木　　　進（八幡東区）
　　〃　　　宮　﨑　敏　久（戸 畑 区）
　　〃　　　山　本　信　幸（若 松 区）

〒802-0082　北九州市小倉北区古船場町1番35号　商工貿易会館７階
　　　  電話　093-531-0127　FAX　093-531-0399

理
事
長
代
行　
川　

本　
　
　

勇

北九州市防水工事業協同組合

理事長　山　口　光　政

〒802-0082
北九州市小倉北区古船場町4-17　近藤ビル２Ｆ
　TEL（093）531-4607　FAX（093）531-4609
　E-mail:kitakiyu.bou@train.ocn.ne.jp

－ 33－ － 34 －
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北九州工業団地協同組合
理事長　松 本 和 朗

副理事長　安田敏剛　　副理事長　萩　正博

〒800-0211　北九州市小倉南区新曽根８番39号
TEL 093-471-7159　　FAX 093-471-7171

E-mail：sone@wish.ocn.ne.jp　HP：http://www1.ocn.ne.jp/~kita8/

福岡を支える力になりたい。
福岡の元気は、この町の中小企業から。地元に、力を。

１ ８
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小 倉 機 器 工 業 協 同 組 合
理 事 長　　安心院　武　彦
副理事長　　野　中　真一郎

〒802-0011　北九州市小倉北区重住３-４-25
　　　　　　㈱九州発条内

電話　093-931-0484　　FAX　093-931-0485
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長　
岩　

男　

平
八
郎

“ひびしん”はチャレンジ25キャンペーンに参加しています。
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〒807-0804　北九州市八幡西区医生ヶ丘３番５号

☎ 093-603-0009

“ より快適な住まいのご相談は ”
ガス機器・リフォーム・住宅設備機器販売

北九州塗装協同組合
理事長　池田　幹友　　　　　　　　

他　　組合員一同
〒808-0109　北九州市若松区南二島二丁目17番18号

電話 093-701-2300　　FAX 093-791-3997
［URL］　http://www.kita-pc.com

Eメール　k-toso-k@circus.ocn.ne.jp　Eメール　ccg000242686@kaw.bbiq.jp
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中小企業大学校　直方校　研修のご案内
研修テーマ及び内容 会場／研修期間／締切日 受講料／定員／対象

◆部下の育て方・伸ばし方・２月
部下をやる気にさせる効果的な指導・育成
スキルを身に付けます。
■研修のねらい
　 　この研修では、上司としての心構えや部
下育成の本質を理解し、部下の支援・育成
スキルを体得していただきます。さらに、
部下育成計画のあり方、進め方を学ぶこと
により、上司としての指導力を高めます。

■会　　場
　中小企業大学校　直方校
 　（福岡県直方市永満寺1463-2）
■研修期間
　平成23年
   ２月15日（火） ～ 18日（金）［４日間］
■締 切 日　
　 定員になり次第締め切らせていただき
ます。

■受講料　37,000円
　（税・教材費込み）

■定　員　20名

■対　象　管理者・後継者

●お申込み、お問い合わせは下記まで　
中小企業大学校　直方校
　受託事業者　あゆみらい協同事業体　　受託者代表　麻生教育サービス株式会社
　　〒822-0005　福岡県直方市永満寺1463-2
　　　　　　　　  ＴＥＬ　0949-28-1144　ＦＡＸ　0949-28-4385
　　　　　　　　  ＵＲＬ　http://www.smrj.go.jp/inst/nogata/
　　　　　　　　　　　　  http://www.nogatako.jp/

直方校 検索←
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子どもに夢と感動を！まちに誇りと活力を！

○C2009 NWK

北九州初のプロスポーツチームとして誕生したギラヴァンツ北九州セカンドシーズン到来！

普段の生活の中で、誰もが気軽に色々なスポーツを楽しめる環境を整え、豊かなスポーツ文化を
育むこと。ギラヴァンツ北九州は、それが根底にある J リーグの基本理念「J リーグ百年構想」
を具現化するべく、この北九州の地をホームタウンとし、地域に根差したスポーツクラブとして、
着実に前進しています。スタジアムを訪れるたくさんの人々、支援して下さる方々と共に、喜び
や感動を分かち合い、皆さまと一つになり盛り上がれる地域のシンボルクラブを目指しています。

市内各地でホームタウン活動を実施
共に明るく豊かな地域社会を実現しよう！

○CGiravanz
選手とアカデミースタッフが小学校を訪問

○CGiravanz
地域の子ども達対象のサッカー教室に参加

ホームゲームは本城陸上競技場にて開催
熱い声援を送り、一緒に盛り上がろう！

○CGiravanz
ホームゲームで喜びを分かち合う選手たち

○CGiravanz
ゴールを決めた瞬間はスタンドに歓声が響く

ギラヴァンツ北九州
〒802-0082 北九州市小倉北区古船場1-35 北九州市立商工貿易会館１F
TEL/093-863-6777 FAX/093-863-6666 http://www.giravanz.jp/
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北中連　役員名簿
役職名 氏　名 組　合　名
会　長 白　見　榮　祐 響工業団地（協）
副会長 大　江　宏　成 新門司工業団地（協）
〃 和　田　米　彦 北九州工業団地（協）
〃 柿　原　壽　継 天神商店街（振）
〃 安心院　武　彦 小倉機器工業（協）
〃 大　坪　常三郎 （協）一乗
〃 池　田　幹　友 北九州塗装（協）

常任理事 縄　田　清　髙 北九州管工事（協）
〃 岡　本　　　勝 （協）日専連北九州
〃 山　本　展　夫 和洋食品（協業）
〃 西　尾　佳　浩 北九州市青果商業（協）
〃 富　澤　善　和 新日本設備工業（協）
〃 野　中　眞　治 苅田鉄工（協）
理　事 本　村　英　昭 行橋京都電機商業（協）
〃 池　浦　正　勝 北九州ファッション産業開発（協）
〃 大　澤　幸　雄 （協）門司商業会
〃 村　山　克　彦 小倉鉄工団地（協）
〃 瀬　口　裕　章 魚町商店街（振）
〃 山　口　光　政 北九州市防水工事業（協）
〃 瓜　生　義　則 電九協北九州電設（協）
〃 馬　場　正　喜 八幡中央区商店街（協）
〃 坪　根　俊　治 小倉電気工事業（協）
〃 山　本　雄　造 山協鉄工（協）
〃 山　口　辰　嘉 八幡電気工事業（協）
〃 園　山　眞　教 （協）若松商連
〃 森　若　国　光 京築砂利採取販売（協）
〃 難　波　直　紀 日豊地区宅建業（協）
〃 福　山　征　也 中間市建設（協）
〃 原　田　健　次 北九州葬祭業（協）
〃 宮　﨑　敏　久 戸畑中本町商店街（協）
〃 中　村　春　夫 （協）テクノタウン戸畑
〃 増　田　康　雄 戸畑貨物センター（協）
〃 岡　住　　　奏 （協）安協会
〃 岩　男　平八郎 萩原・青山商店街（協）
〃 大　水　健　二 新美夜古商店街（振）

監　事 畠　山　一　英 黄金商店街（協）
〃 杉　岡　密　雄 小倉駅前商店街（協）
〃 山　岡　義　昭 東小倉工業団地（協）

●ポスター
●チラシ
●パンフレット
●リーフレット
●カタログ
●ダイレクトメール
●広報紙
●自費出版
●機関誌
●書籍
●文集
●詩歌集
●各種マニュアル
●会議資料
●封筒
●さをり織り
●冷凍うどん
●古紙回収
　　　　etc.

本 部 ・ 工 場 　〒811―0119 粕屋郡新宮町緑ケ浜一丁目11番 1号
TEL.（092）962―0764　FAX.（092）962―0768

南 福 岡 営 業 所 　〒816―0934 大野城市曙町二丁目4―18
（福岡県身体障害者授産指導所）　 TEL.（092）501―7405　FAX.（092）501―7425
博 多 営 業 所 　〒812―0046 福岡市博多区吉塚本町9番 15号 中小企業振興センタービル1階

TEL.（092）611―2341　FAX.（092）501―7425
古 賀 営 業 所 　〒811―3115 古賀市久保1343―3

TEL.（092）944―4422　FAX.（092）944―4071
な の み の 里 　〒811―3115 古賀市久保1343―3

TEL.（092）944―4308　FAX.（092）944―4309
デイサービスセンター 　TEL.（092）944―4096　FAX.（092）944―4309
な の み 工 芸 　TEL.（092）944―4419　FAX.（092）944―4071
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